
夕'-IV7:L く 14>

懇
く
な
い
の
に
、
ち
る
い
は
主
氾
で
よ

~
●

う
5
2

5

ぅ
。

“
叉
＿＿`
長
«
’

l
戊
辰
戦
争
の
人
々
ー

<l11t> 

いこ昭二

は い死皇 くさい

咋豆．—ヽで遠 陸

…

…

…

…

…

 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 ：
 ．．．．．．
．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

が
で
き
る
こ
と
。
他
大
学
や
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
公
開
講
座

ゃ
き

g
．
た
い
じ

1
9
7
8年
岐
阜
県
出
身
、
大
学
研
究
家
。
東
洋
大
社
会

学
部
卒
。
屑

の

4
年
鯛
大
学
7
8
3校

(
2
0
1
2

困
在
）をすべ品

i

r
さ
れ
ど
学
歴
」一

式
炉
蒻
廿
鯰
雑
か
5

日＂り。
l
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話
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心g辻

立
叡
大
学
は
、

50歳
以
上
の
社

で
、
授
菓
の
レ
ペ
ル
は
大
学
と
変

必
修
の
点
だ
。
平
均
年
齢
62歳
の
り
、
ゼ
ミ
長
や
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

合
宿
の
あ
る
立
教
セ
カ
ン
ド
ス
テ

＇ヽ

会
人
教
育
の
専
U
し
て

「立
教
セ
わ
ら
な
い
。

学
生
た
ち
が
ゼ
ミ
に
所
属
し
、
最
テ
ィ
ー
委
員
な
ど
の
保
も
決
め

ー
ジ
大
学
で
は
、
学
生
は
み
な
額

カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
大
学
」
と
い
う
開
疇
科
目
は
宗
教
、
芸
術
と
い

後
に
1
万
2
0
0
 
0
字
の
修
了
顆

て
、
た
く
さ
ん
の
行
事
を
す
る
。

見
知
り
で
、

「60歳、

70歳
に
な

可麗

．
 

便

公
開講
座
を
実
施して
い
る。
●
っ
た
敦
養
系
か
ら
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
告
●
を
提出
す
る
。

ゼ
ミ
で
は合
ま

ち
お
こし
や
読
•
会
、N
G

っ
て
、
新
た
に
一
生
の
友
人
が
で

．
 

•

遷
考
と
園
茫
け
で
入
学
で
きィ
ー
ピ
ジ
ネ
ス
、

ポ
ラン
テ
ィ
ア
宿
や
フ
ィ
ー
ル
ドワー
ク
も
あ
0
/
N
P
0
活
動
、
ワ
イ
ン
文化
き
た
」
と
感
動
する
人
も
いる
。

•

る
1

年
間
の
冒
で
、
登
番
は
豆
皿、
農
に
関
す
る

研
究
なと
芽
る
、
「翌
録
プロ

学
生
と
教
員
、
あ
る
い
は
学
生
同

l
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
一
糧
の
サ
ー
士
の
親
密
な
交
流
が
、
質
の
高
い

．

2
年
目
の
専
攻
科
に
進
め
る
。
受
も
の
な
ど
が
あ
る
。
立

胃

は

孟

30万
円

C

こ
の
ほ
か
教
K
学
の
科
日
も
一
部

：
i

や

．『し
i

ク
ル
活
動
も
否
0
。
こ
の
活
動
は
教
育
の
場
と
し
て
、
立
敦
大
学
の

5

に
合
の
名
録
科
万
円
が
か
唇
で
き
。

し

」．9
i

修
了
後
も
続
け
る
こ
と
が
で
き
、

社
会
貢
献
に
な
っ
て
い
る
。
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か
る

C

定

C
百
70人
、

翌

哭

学

の

公

醤

座

必

3
聾

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
大
空
姦
え
社
会
人
癸

学
・
大
学
院
に
対

3

悶

人

。
授
業
を
担
当
す
る
の
と
の
大
き
な
違
い
は

、

て

か

ら

の

第

2
の
人
生
に
や
り
が
す
る
要
求
の
中
心
は
、
実
は

「人

：
ぽ

い
を
与
え
る
も
の
に
も
な
っ
て
い
と
の
m会
い
」

で
あ
る
。
仕
事
以

8

は
、
立
教
大
学
の
教
員
が
中
心
十
数
人
jJ,U
の
ゼ
ミ
が

る
。
社
今
貿
献
の
直
荏
埠
8
芽
る
外
の
人
と
の
付
き
合
い
、
あ
る
い

；
i

-

取
り
組
み
で
も
忍
。
毎
年
、

年

は
定
年
後
虚
き
が
い
、
や
り
が

1
度
末
に
な
る
と
、

「
ま
ザ
癖
め
た

い
を
唇
字
弄
会
人
、

シ
ニ
ア

i

冠
雹

t

50織
を
過
ぎ
て
か
ら

く
な
い
」

「孤
独
が
怖
い
」
と
い

の
声
に
対
し
、
大
学
が
そ
っ
し
た

”茎
生
活
“
羹
全
生
盆
ぢ
が
る
と
い
う
。

捲
用
憲
し
て
い
る
取
り
組
み
と

担

し

め

歪

姜

学

大
き
な
笠
荘
、
や

は

品
間

し
て
督
で
き
る
も
の
だ
。
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